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＊ 東京天文台 60m 鉄塔検証―その 8、無線報時史の記事による― 

アーカイブ室新聞164号、172号～174号、177、178号、181、182号に60m鉄塔検証の記事

を書いた。この60m鉄塔は昭和18年、調布飛行場を離陸した帝国陸軍の戦闘機がこの鉄塔に

接触して墜落するという戦時中の機密事件があり、終戦を前にした昭和20年（1945年）4月

に陸軍の手によって倒されるという運命を経ており興味深いので調査を続けている。 

今回は、国立天文台名誉教授木下宙氏から、「測地学から地球システム科学へ－測地学

審議会の100年―」という冊子の国際報時事業のいう記事の中の須川力氏による「国際報時

所」という項に「大正12年（1923年）三鷹の天文台構内に４基のアンテナと受信装置の建

設が始められたが、たまたま９月１日に起きた関東大震災のために一部の器械が破壊され

た。」という文章と、虎尾正久氏による「翌大正12年から三鷹の東京天文台構内に60m受信

鉄塔3基、庁舎、官舎、天文台との連絡ケーブル、テレフンケン製受信機などの設備が完成」

という文章があるとコピーを持って現れた。木下宙氏も、アーカイブ室新聞の東京天文台

の60m鉄塔検証記事に強い関心を持っておられ、60m鉄塔に関係する情報を寄せていただい

ている。この同じ冊子の中に、須川力氏の文章では「４基のアンテナ」とあり、虎尾氏の

文章には「60m鉄塔３基」とあり、やはり検証が必要である。上記の須川氏の記事の参考文

献が「二日市金作：東京天文台無線報時史、1960」という事がわかり、さっそく国立天文

台図書室にあった同書を開いてみた。関係する箇所は、第一部 第三章 国際無線報時の

受信開始 三鷹国際報時所の沿革と変遷 であり、第一節 国際報時受信 の項である。

最初に三鷹に国際報時所が設置されるいきさつが述べられており、 

 



 

 とある。このための予算内容は下のようであった。 

    

 このように、無線電信鉄塔三基の予算として、45,000円が計上されている。そして、こ

の受信装置関係人事として次の名簿がある。 

    



 時の第2代台長平山信、26吋赤道儀望遠鏡を組上げた橋元昌矣、そして無線報時史編者の

二日市金作、筆者が三鷹に来た頃、日本天文学会にいた加藤平蔵などの名前が見える。 

 受信鉄塔入札価格も記載されており、入札価格は15,380円である。予算に計上されてい

た額は、45,000円だが。 

     

 そして、三鷹国際報時所が誕生した記事が次である。 

 

 このようにして、三鷹国際報時所は大正13年4月に発足している。そして今まで検証して

きた60m鉄塔は三鷹国際報時所のものであり、三鷹国際報時所が東京天文台に併合されたの

は昭和23年であったから、60m鉄塔は一度も東京天文台の管理下にはなかった。 



「測地学から地球システム科学へー測地学審議会の100年―」の須川氏の記事には、4基

のアンテナと受信装置の建設が始められ、大正12年9月1日の関東大震災のために一部の機

械が破壊されたとの記述が気になっていた。60m鉄塔は3基で構成されたアンテナであり、

工事中の事故は関東大震災による事故でなかったことは、次の記事で明らかになった。 

 

 



 

 この記述から、鉄塔建設工事は大正12年12月7日から始まったとあり、大正12年9月1日の

関東大震災後に始まった工事であり、事故はこの地震によるものではなく、12月9日の強風

によって、高さ30mまで組上げた鉄塔の仮ステーが外れたものであり、死者さえ出た代事故

であり、このため工事が中断している。工事再開は大正13年1月8日とある。その後は工事

は順調に進捗し、大正13年3月12日には完成している。 

そして、4基目の60m鉄塔については、 

 

 とあり、4基目の60m鉄塔は、3基の60鉄塔完成から3年半後の昭和2年に完成しており、型

式も違っていたようだ。そしてこの記述から、3基の60m鉄塔と、4基目の60m鉄塔の様式が

違っていた事も理解できた。 

 遺構がはっきりしている60m鉄塔の基礎について、アーカイブ室新聞164号、182号で書い

たように、4基目の鉄塔は4方向にステーの基礎が残っており、これが上記に記されている

副塔4基とすれば、謎が解けたことになる。アーカイブ室新聞164号の写真1に示した①が4

基目の60m鉄塔の基礎部分が残る位置であり、4方にステーを張ったコンクリート基礎が現

存している。先に建設された3基の60m鉄塔のステーは3方向に張られていた図が残っている

ので、60m鉄塔は4基1組ではなく、3基と1基であったことがわかったことになる。 

 今回の調査で、60m鉄塔にまつわる事故で2人の死者が出ていたことも判明した。1人は60m

鉄塔建設工事で亡くなり、1人は60m鉄塔アンテナに触れた飛行機が墜落炎上して亡くなっ

た。このような歴史が展開したことを知る人はもはや殆どこの世に存在しなくなった。ア

ーカイブ室真182号で紹介した写真に4本の高い鉄塔が写っており、その配置が菱形を形成

しないことが謎であったが、これも解決した事になろう。 



 下の図が、アーカイブ室新聞164号に紹介した図であり、4本のステー、3本のステーの基

礎が謎であった。 

     

 上の図の赤い点が現在確認できている遺構である。この図の60m鉄塔の配置と下の写真に

写った4本の鉄塔は合致している。菱形であるはずだと思い続けていたのであった。 

今一度、4本の60m鉄塔が写った写真を載せる。 

 

 そして、この4基の60m鉄塔は、昭和20年4月、終戦を目前にして、帝国陸軍の手によって

乱暴に引き倒されたとある。この陸軍の手によって倒された理由は、東京天文台関係者は、

調布飛行場の陸軍の飛行機の離着陸に支障があるというものだが、陸軍側というか、軍に

関係した人たちは、東京天文台のすぐ南東にあった高射砲（現在の「しいのみ保育園」の

場所）から米軍機を迎え撃つのに支障があるからという理由が伝えられている。この記事

によると、すでにその頃には調布飛行場には日本の帝国陸軍の飛行機の姿はなかったとあ



る。そのことを記した記事も「無線報時史」に次のように記載されている。 

 

 これで、東京天文台構内にあった60m鉄塔についてかなりのことが分かった。ご協力いた

だいた方々に感謝する。 
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